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 夏は出かける機会が多く、留守の家を狙った空き巣や外出先でのひったくりなどが多く発生します。 

 また、夏休み期間中の子どもたちを狙った事件や犯罪も多くなる傾向があります。 

 犯罪にあわないためには、一人一人が、普段から危機感をもって防犯に気を付けることが大切です。 

   ● 帰宅時、自宅に入るときは周囲を見回して変わった様子がないか確認する。 

   ● 歩行中振り返る。 

   ● 外出時は、必ず戸締りをする。 

   ● 夜は必ず窓を閉めて寝る。 

以上のことをするだけでも防犯効果は高まりますので心がけていきましょう。 

１  子どもを犯罪から守るために 

「いかのおすし」を覚えましょう！（子どもを犯罪から守るための５つの約束） 

「いかのおすし」とは、子どもたちが不審者に会った時の対処の方法を覚えやすくしたもの

です。 

  ● いか・・・知らない人にはついていかない。 

  ● の ・・・知らない人の車にのらない。 

  ● お ・・・おおごえを出す。 

  ● す ・・・すぐ逃げる。 

  ● し ・・・何かあったらすぐにしらせる。 

２ 性犯罪から身を守るために 

① 女性の一人歩きは、次のことに注意しましょう。 

●  後方に注意を配る。 

  ● 携帯電話で通話やメールをしながら歩かない。 

  ● 暗いところは避け、明るいところを通る。 

  ● 遅くなるときは、家の人に連絡して迎えに来 

てもらう。 

  ● タクシーを利用する際は、玄関口まで乗り付 

ける。 

  ● 防犯ブザーを手に持ち、いつでも鳴らせるようにしておく。 

② 電車に乗るときは、次のことに注意しましょう。 

 ● 空いている車両に乗る。 

  ● ドア付近には立たない。 

● 友達と一緒に乗ったり、他の女性の近くに乗る。 

  ● 女性専用車両を利用する。 

＊ 万が一被害にあった際は、すぐに１１０番通報をして下さい。 

 

 

 

夏休みは危険がいっぱい ! 

 

 

 

 

 


